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8月9日、ゆずりはら青少年自然の里で、上野原高校
の生徒がインターンシップを行いました。職員ととも
に仕事を行うことで、仕事に対する意識や仕事内容を
学びました。この自然の里以外にも図書館や市役所に
生徒が派遣され業務を通じて働くことを学びました。

福来旗（ふらいき）

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

9月号の表紙は、8月5日〜11日の間、市が宮城県気仙沼市の中学生を
上野原市に招いたときに撮影した写真です。子どもたちは、被災した悲し
みを乗り越え、一生懸命、上野原の自然のなかで今という時間を大切に過
ごしていました。そんななか、子どもたちの笑顔をみていると、なんだか
こちらが元気をもらっているようでした。福が来るものとして福来旗（ふ
らいき）と呼ぶ大漁旗。この旗のとおり、気仙沼市の子どもたちに福が来
るように、これからも応援していきたいと思います。　　広報担当者（Ｏ）

編集後記

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当   電話62-3118

人口●26,124人　（＋130）
男  ●13,017人 （＋57）
女  ●13,107人 （＋73）

世帯●10,004世帯 （＋59）
平成24年8月1日現在

（　）内は前月比

人口と世帯　
※人口および世帯数は、

8月より外国人登録者が加わりました。

●上野原高校インターンシップ
7月21日、もみじホールで、第8回図書館朗読のつ

どいが行われました。
これは、市立図書館が主催したもので、当日は、東

日本大震災で被災した子どもたちが書いた作文を、朗
読の会のメンバーが朗読しました。

●第8回図書館朗読のつどい

7月26日、もみじホールで糖尿病健康教室が行わ
れました。当日は、上野原市立病院内科医師の岡本ま
さ子先生が講師となり『糖尿病と上手に付き合おう』
と題して、糖尿病治療の現状と日常生活での取り組み
方などについて、説明がありました。

●糖尿病健康教室
8月18日、19日、ゆずりはら青少年自然の里で上

野原自然探検隊が、夏のキャンプを行いました。1日
目は、参加した子ども13人がボランティアの学生の
みなさんと一緒に川探検を行いました。子どもたちは、
自然を通じて多くのことを学んでいました。

●上野原自然探検隊

編
集

・
発

行
：

上
野

原
市

役
所

山
梨

県
上

野
原

市
上

野
原
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インタビュー
震災後は、海や山で遊ぶことができ

ませんでした。しかし、久々に川や山

の自然のなかで思いっきり遊ぶことが

できて本当に楽しかったです。また、自然の里のスタッフや翔鶴

のみなさんなど多くの上野原の方たちと交流することで元気づけ

られました。この4日間で経験したことは決して忘れません。人

とのかかわりや絆を大切にしながら、震災を乗り越え将来に向か

って歩んでいきたいです。

インタビュー
震災後は、虫もいないし公園などの

遊ぶところもありませんでした。しか

し、川遊びなどを行った4日間は、と

ても楽しかったです。また、気仙沼市ではできないことを、友

だちと一緒に取り組めたことがいい思い出になりました。

今回、このような機会を作ってくれた多くの方に難しい言葉

ではなく「ありがとう」と言いたいです。また、気仙沼市が復

興したら上野原市のみなさんを招待したいです。

福来旗 〜気仙沼からの贈り物〜
笑顔でつながる気仙沼市立中学校受入事業

市では、8月5日〜8日と8月8日〜11日の2回に分けて、気仙沼市立小原木中

学校と条南中学校の生徒を山梨県立ゆずりはら青少年自然の里に招きまし

た。両期間ともに自然を利用した野外体験活動や富士山周辺の観光、鶴島地

区の和太鼓グループ「翔鶴」や上野原中学校生徒との交流会などが行われま

した。気仙沼市の子どもたちからは、屈託のない素敵な笑顔と大漁旗「福来

旗（ふらいき）」の贈り物をいただきました。

気仙沼市立
条南中学校１年
実行委員長

佐々木
さ さ き

悠斗
ゆ う と

くん

気仙沼市立
小原木中学校3年
生徒会長

柏
かしわ

侑来
ゆ き

さん
市では、東日本大震災で被災した宮城県気仙沼市

の復興を支援しています。この大漁旗は、市が気仙

沼市の中学生を上野原市に招待したお礼にいただい

たものです。

港まち気仙沼市では、この大漁旗を福が来るもの

として「福来旗（ふらいき）」と呼んでいるそうです。

気仙沼市の子どもたちに、大きな福が来るように、

上野原市は、気仙沼市を応援していきます。

Gift

ここに掲載した写真は、気仙沼市立小原木

中学校43名と気仙沼市立条南中学校80名

の活動の様子です。全員を掲載することが

できませんが、交流会や川遊び、野外炊事、

オリジナルペンダントづくり、富士山観光

などの活動中に見せる笑顔がとても印象的

でした。

《Gift》福来旗 〜気仙沼からの贈り物〜

笑顔でつながる気仙沼市立中学校受入事業

大漁旗「福来旗」

ふ ら い き
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将来の

上野原市のために

行政の無駄な部分を見直すなど、最少のコストで最大の効果をあげるための

体制づくりを行うことを行政改革、いわゆる「行革」と言います。

市では、行政改革推進委員会に諮問し答申を受けるなかで、平成24年度から

5年間の行政改革の進め方を示す「第2次上野原市行政改革大綱」および「実施

計画」を策定し、積極的に行政改革を展開しています。

今回は、この大綱および実施計画について、その概要をお知らせします。

平成24年度〜平成28年度
市民とともに実現する行財政基盤の確立

基本目標Ⅰ

機能する

行政の実現

①

②

③

④

推進項目

人材の育成

組織の活性化

事務事業の適正化

連携の推進

基本目標Ⅱ

財政の健全化
①

②

推進項目

資産債務等の

適正管理

歳入歳出の適正化

取り組み項目表

大
綱
お
よ
び

実
施
計
画
の
概
要

第
2
次
上
野
原
市
行
政
改
革
大

綱
で
は
、
行
政
改
革
の
基
本
方
針

を
第
1
次
に
引
き
続
き
「
市
民
と

と
も
に
実
現
す
る
行
財
政
基
盤
の

確
立
」
と
定
め
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
改
革
の
基
本
方
針

を
実
現
す
る
た
め
、
取
り
組
み
項

目
表
の
と
お
り
、
体
系
的
に
2
つ

の
基
本
目
標
と
6
つ
の
推
進
項
目

を
定
め
、
さ
ら
に
大
綱
で
掲
げ
た

目
標
を
確
実
に
実
現
し
て
い
く
た

め
に
、
そ
の
具
体
的
手
法
等
を
示

し
た
21
の
取
り
組
み
項
目
か
ら
な

る
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

Ⅰ
機
能
す
る
行
政
の
実
現

①
人
材
の
育
成

（
推
進
項
目
Ⅰ-

①
）

複
雑
・
多
様
化
し
、
増
加
す
る

業
務
量
に
対
処
し
て
い
く
た
め
、

人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

実
施
計
画
で
は
、
職
員
の
意
欲

向
上
や
能
力
開
発
を
指
向
す
る
人

事
評
価
制
度
の
導
入
・
活
用
や
職

員
研
修
等
の
充
実
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

②
組
織
の
活
性
化

（
推
進
項
目
Ⅰ-

②
）

環
境
の
変
化
に
即
応
可
能
な
組

織
へ
と
変
革
し
て
い
き
ま
す
。

実
施
計
画
で
は
、
よ
り
効
率
的

な
組
織
機
構
へ
と
再
編
成
し
な
が

ら
職
員
数
の
削
減
を
図
る
と
と
も

に
、
各
種
会
議
の
改
善
や
公
共
・

公
用
施
設
の
適
正
化
、
庁
内
情
報

化
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

③
事
務
事
業
の
適
性
化

（
推
進
項
目
Ⅰ-

③
）

事
務
事
業
の
遂
行
に
あ
た
っ
て

は
、客
観
的
な
評
価
・
検
証
を
行
い
、

そ
の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

実
施
計
画
で
は
、Plan

（
計
画
）、

D
o

（
計
画
）、Ch

e
ck

（
評
価
）、

A
ction

（
改
善
）
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
た
め
、

行
政
改
革
の
柱
と
位
置
付
け
て
行

政
評
価
制
度
の
導
入
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

④
連
携
の
推
進

（
推
進
項
目
Ⅰ-

④
）

市
の
行
政
の
守
備
範
囲
を
見
極

め
、
市
行
政
だ
け
で
は
対
処
で
き

な
い
課
題
等
に
対
処
し
て
い
く
た

め
、
連
携
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。実

施
計
画
で
は
、
市
民
や
市
内

行
革

ザ・
各
種
団
体
等
と
の
連
携
に
と
ど
ま

ら
ず
、
国
や
県
を
含
む
他
の
公
共

団
体
等
と
の
連
携
（
業
務
の
広
域

化
や
共
同
化
等
）
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
の
情
報
を
市
民
等

に
積
極
的
に
公
開
し
、
そ
の
情
報

に
対
す
る
ご
意
見
を
市
政
に
反
映

し
て
い
け
る
よ
う
に
広
聴
広
報
機

能
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

Ⅱ
財
政
の
健
全
化

①
資
産
・
債
務
等
の
適
正

管
理
（
推
進
項
目
Ⅱ-

①
）

市
の
資
産
や
債

務
、
行
政
コ
ス
ト
等

を
よ
り
正
確
に
把
握

し
、
一
層
の
活
用
を

図
れ
る
よ
う
に
、
資

産
・
債
務
等
の
適
正

管
理
に
取
り
組
み
ま

す
。実

施
計
画
で
は
、

企
業
会
計
的
な
手
法

を
取
り
入
れ
た
新
地

方
公
会
計
制
度
の
推

進
や
公
共
・
公
用
施

設
、
公
用
車
両
の
適

正
化
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

②
歳
入
歳
出
の
適
正
化

（
推
進
項
目
Ⅱ-

②
）

財
政
の
自
主
性
と
安
定
性
を
着

実
に
向
上
で
き
る
よ
う
、
歳
入
歳

出
の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

実
施
計
画
で
は
、
市
税
等
収
納

率
の
向
上
や
事
業
所
誘
致
等
の
推

進
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
や
市

債
発
行
額
の
抑
制
、
特
別
会
計
の

健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

進
捗
状
況
の
報
告
・
公
表

実
施
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
、
議
会
や
行
政
改
革
推
進
委

員
会
等
に
定
期
的
に
報
告
し
、
広

報
誌
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広

く
み
な
さ
ん
に
公
表
し
ま
す
。

ま
た
、
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、

社
会
経
済
状
況
の
変
化
や
そ
の
進

捗
状
況
等
を
踏
ま
え
て
、
必
要
に

応
じ
て
追
加
・
修
正
等
の
改
訂
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
実
施
計
画
に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
も
行
政

改
革
の
柱
と
位
置
付
け
て
導
入
を

進
め
る
行
政
評
価
制
度
を
活
用

し
、検
証
・
改
善
を
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進

現
在
の
市
は
、
大
変
厳
し
い
状

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
21,653

20,468 20,500 19,907

16,375
15,337 14,965 14,419

5,278 5,131 5,535 5,488

Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度

（単位：百万円）

合計

一般会計

特別会計

況
の
な
か
で
、
選
択
と
集
中
に
よ

る
事
業
執
行
な
ど
に
よ
り
市
政
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
行
政
改
革

を
確
実
に
実
施
し
て
い
く
に
は
、

市
職
員
の
質
の
向
上
や
自
主
財
源

の
確
保
等
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
市
民
と
行
政
が
連

携
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分

担
に
基
づ
い
た
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
役
所
だ
け
で
な
く
市

全
体
と
し
て
の
質
の
向
上
や
自
立

し
た
行
財
政
基
盤
の
確
立
に
よ
り
、

市
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
に
は
、

市
役
所
組
織
や
職
員
が
取
り
組
む

べ
き
項
目
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
市
の
魅
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
行
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
り
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推

進
担
当
（
蕁
62
—

3
1
1
8
）

地方債残高は、いわゆる市の借金です。
上の表からは、市の借金が減ってきていることがわかります。
平成20年度から平成23年度を比較すると、17億4,600万円の地
方債残高を減らすことができました。

地方債残高（各年度末）
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新
上
野
原
市
立
病
院
開
院

市
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、

多
く
の
み
な
さ
ん
が
待
ち
に
待
っ

た
新
上
野
原
市
立
病
院
が
10
月
1

日
（
月
）に
開
院
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
地
元
医
療
関
係
者

や
議
会
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
や
審
議
会
の

提
言
等
を
踏
ま
え
る
な
か
で
新
病

院
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。こ

の
ほ
ど
、
無
事
開
院
を
迎
え

ら
れ
る
の
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん

や
多
く
の
関
係
者
の
多
大
な
る
ご

支
援
と
ご
理
解
に
よ
る
も
の
と
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
開
院
に
向
け
て
本
格
的

な
引
っ
越
し
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
そ
の
際
は
、
診
療
へ
の
影

響
も
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

病
院
駐
車
場
の
利
用

新
病
院
駐
車
場
は
、
病
院
敷
地

内
と
市
民
会
館
跡
地
に
設
置
し
ま

し
た
。
利
用
方
法
は
、
ゲ
ー
ト
入

口
で
駐
車
券
を
受
け
取
り
、
お
帰

り
の
際
に
会
計
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど

で
証
明
を
受
け
た
後
、
出
口
で
駐

車
券
を
精
算
機
に
挿
入
し
、
精
算

す
る
方
法
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
妊
婦
や
障
が
い
を
持
っ

た
方
は
、
優
先
の
駐
車
場
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新上野原市立病院
10月1日（月）開院

新
上
野
原
市
立
病
院

落
成
記
念
式
典

市
で
は
、
新
市
立
病
院
落
成
記

念
式
典
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。ま

た
、
記
念
式
典
終
了
後
は
、

一
般
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
新
し
く
な
っ

た
上
野
原
市
立
病
院
を
見
学
し
て

く
だ
さ
い
。

よ
り
親
し
ま
れ
る
病
院
へ

生
ま
れ
変
わ
る
市
立
病
院

《新上野原市立病院落成記念式典》
●日時　9月15日（土）午前10時〜　テープカット・落成式

《一般見学会》
●日時　9月15日（土）午後2時〜5時　予定

※当日は、グループに分けて案内する予定です。
●申込方法　電話で事前にお申込みください。
●申込期限　9月12日（水）午後5時
●申込み・問い合わせ　

長寿健康課病院事業担当（蕁62−3136）

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

停
留
所
の
変
更

10
月
1
日
の
上
野
原
市
立
病
院

の
開
院
に
と
も
な
い
、
上
野
原
市

立
病
院
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
停

留
所
を
変
更
し
ま
す
。

停
留
所
は
、
新
市
立
病
院
玄
関

前
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

1階

2階

3階

◆新上野原市立病院周辺地図◆

自然光でも
明るい病室

外来診療室前の待合
スペースと会計カウ
ンター

高機能の機器が
そろう手術室

展望がよいリハビリ室
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「
宅
地
内
排
水
設
備

工
事
費
補
助
金
」等
の
助
成
制
度

タ
ー
の
取
付
費

◆
補
助
金
を
受
け
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
？

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
た
め

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
書
は
、
宅
地
内
排
水
設
備

工
事
の
検
査
完
了
後
、
3
か
月
以

内
に
市
役
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。申

請
に
必
要
な
手
続
き
は
、
排

水
設
備
の
指
定
工
事
店
が
把
握
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

《
排
水
設
備
工
事
等

融
資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給
》

下
水
道
に
加
入
さ
れ
る
み
な
さ

ん
が
、
排
水
設
備
工
事
等
の
整
備

下
水
道
事
業
　
第
2
弾

先
月
の
広
報
で
は
、
上
野
原
市
が
行
う
下
水
道
事
業
の
必
要
性
な
ど
を
お
話
し

ま
し
た
。
今
月
号
の
広
報
で
は
、
第
2
弾
と
し
て
、
み
な
さ
ん
が
下
水
道
事
業
に

加
入
さ
れ
る
際
に
利
用
で
き
る
助
成
制
度
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

《
宅
地
内
排
水
設
備

工
事
費
補
助
金
》

宅
地
内
排
水
設
備
工
事
費
補
助

金
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
に
と
も

な
う
排
水
設
備
工
事
や
受
益
者
負

担
金
で
ご
家
庭
の
負
担
が
一
時
的

に
増
え
る
こ
と
か
ら
、
加
入
促
進

の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

下
水
道
供
用
開
始
の
告
示
が
さ

れ
た
区
域
内
で
、
供
用
開
始
後
3

年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を
行
っ

た
方
に
、
工
事
費
の
2
分
の
1

（
最
高
限
度
額
10
万
円
）
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。

◆
補
助
対
象
工
事
の
内
容
は
？

・
水
洗
化
工
事
費

・
宅
地
内
排
水
設
備
工
事
費

・
井
戸
等
に
設
置
す
る
水
道
メ
ー

を
行
う
た
め
に
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
る
場
合
、
市
が
融
資
の

あ
っ
せ
ん
を
行
う
と
と
も
に
、
利

子
の
全
額
を
補
給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
下
水
道
担
当
（
蕁
62
—

3
1
2
3
）

「
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

給
水
区
域
に

お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
へ
」

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、
平
成
24
年
10
月
使
用
分
か
ら
平
均

9.8
％
増
の
水
道
料
金
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

《
水
道
料
金
改
定
》

現
在
の
水
道
料
金
は
、
平
成
18

年
4
月
に
大
月
市
と
上
野
原
市
の

水
道
事
業
を
統
合
し
た
際
に
両
市

か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
改
定
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

近
年
の
水
道
事
業
は
、
給
水
人

口
の
減
少
、
節
水
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
な
ど
社
会
的
要
因
に

よ
り
水
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
に

と
も
な
い
、
料
金
収
入
も
減
少
し
、

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま
す
。

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、

事
務
の
効
率
化
や
経
費
の
削
減
に

努
め
る
一
方
、水
道
事
業
の
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
、
今
回
、
第
一

段
階
の
料
金
改
定
を
実
施
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
は
、
大
変
な
ご
負

担
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
安
全
で

安
心
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
ま
た
、
水
道
企
業
団
の
財

政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
水
道
料

金
の
改
定
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

（
蕁
22
—

0
0
9
9
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.e-w

w
b.jp

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

全
国
一
斉
の

緊
急
情
報
伝
達
試
験

市
で
は
、
地
震
や
武
力
攻
撃
と
い
っ
た
災
害
や
緊
急
時
に
、
国
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
防
災
行
政
無
線
で
自
動
的
に
起
動
さ
せ
お
知
ら

せ
す
る
手
段
と
し
て
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ー
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
情
報
伝
達
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
防
災
担
当
（
蕁
62
—

3
1
1
7
）

情報伝達手段

防災行政無線による

放送

放送内容

「これは試験放送です」×3回

＋　「こちらは防災うえのはら   です」

＋　防災行政無線チャイム

※Ｊ−ＡＬＲＥＴ（ジェイ・アラート）とは、地震・津波・武
力攻撃などの災害時に国から送られてくる緊急情報を人工衛星
などを活用して瞬時に情報伝達するシステムです。

基本料金
920円

1,210円
2,150円
3,000円
4,850円
8,400円

17,400円
27,000円

超過料金（1ｍ3あたり）
11ｍ３〜50ｍ３ 135円
51ｍ３〜100ｍ３ 150円
101ｍ３〜　　 180円

11ｍ３〜50ｍ３ 145円
51ｍ３〜100ｍ３ 160円
101ｍ３〜　　 190円

現行料金（平成24年9月まで）

口径
13㎜
20㎜
25㎜
30㎜
40㎜
50㎜
75㎜
100㎜

基本料金
1,010円
1,330円
2,360円
3,295円
5,325円
9,225円

19,105円
29,645円

超過料金（1ｍ3あたり）
11ｍ３〜50ｍ３ 148円
51ｍ３〜100ｍ３ 165円
101ｍ３〜 198円

11ｍ３〜50ｍ３ 159円
51ｍ３〜100ｍ３ 175円
101ｍ３〜 209円

新料金（平成24年10月から）

公 衆 浴 場 用
臨 時 用

1ｍ３につき　　　 47円
1ｍ３につき　　　 273円

公 衆 浴 場 用
臨 時 用

1ｍ３につき　　　 52円
1ｍ３につき　　　 300円

料金はこのように変わります。1か月あたり（消費税抜き）

基本料金は、1か月
あたり使用量10ｍ3

までの料金です。

料金の計算方法 検針および請求は2か月毎に行います
《計算式》水道料金＝（基本料金＋超過料金）×消費税（1円未満切捨て）
《計算例》口径13㎜で2か月40ｍ３使用した場合

・現行料金（920円×2か月＋20ｍ３×135円）×1.05＝4,767円
・新料金（1,010円×2か月＋20ｍ３×148円）×1.05＝5,229円
・差額　5,229円ー4,767円＝462円（1か月あたり231円）

※現行料金と新料金にまたがる場合は、使用量を等分し新旧料金で計算します。

・加入負担金　口径13㎜ 現行　74,000円　→　改定後 100,000円
・設計審査手数料（使用材料確認を含む） 現行　　  500円 →　改定後　  5,000円
・工事検査手数料　　　　　　　　　　  現行　　  500円 →　改定後 10,000円
・※同一敷地内で同一所有者の複数の給水装置を同一日に検査する場合（2件目以降1件につき）4,000円
・再検査手数料　　　　　　　　　　 現行　　　  0円 →　改定後　    3,500円

※加入負担金については、別途消費税がかかります。

加入負担金および各種手数料の改定も行います

次
の
世
代
に
、

き
れ
い
な
水
を

渡
し
ま
し
ょ
う
。

◆当日実施する試験

◆試験実施日時

9月12日（水）に2回実施します
1回目　午前10時ごろ
2回目　午前10時30分ごろ

※防災行政無線の起動を確認する試験のため、音声告知端末や　
行政防災メールによる配信は行いません。

※当日は、上野原市以外でも、全国的に試験が行われます。
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付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か

付
加
年
金
制
度
と
は
…

付
加
年
金
制
度
と
は
、
毎
月
の

保
険
料（
平
成
24
年
度
は
1
万
4

9
8
0
円
）
に
、
上
乗
せ
し
て
保

険
料
（
付
加
保
険
料
）
を
納
付
す

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

し
て
付
加
年
金
が
支
給
さ
れ
る
し

く
み
で
す
。

厚
生
年
金
な
ど
の
被
用
者
年
金

制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
報

酬
に
よ
っ
て
保
険
料
や
給
付
額
が

増
減
し
ま
す
が
、
自
営
業
者
や
フ

リ
ー
で
仕
事
を
し
て
い
る
方
な
ど

第
1
号
被
保
険
者
の
場
合
は
、
保

険
料
と
給
付
（
老
齢
基
礎
年
金
）

額
が
定
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
将
来
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て

上
乗
せ
の
年
金
を
考
え
て
い
る

第
1
号
被
保
険
者
の
方
は
、
付

加
保
険
料
の
他
に
も
、
国
民
年

金
基
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
上
乗
せ
制
度
の
保
険
料
は
、
国

民
年
金
保
険
料
と
同
じ
く
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
額
は
…

付
加
保
険
料
の
額
は
1
か
月
400

円
で
す
。
付
加
保
険
料
を
納
付
で

き
る
の
は
、
国
民
年
金
の
第
1
号

被
保
険
者
ま
た
は
任
意
加
入
被
保

険
者
の
方
で
す
。

※
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶

予
を
受
け
て
い
る
方
や
国
民
年

金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
は
、
老
後
の
生
活
の
た
め
に
、
少
し
で
も
多
く
の
年
金
が
受
給
で
き

れ
ば
と
お
考
え
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

平
成
24
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
は
、
40
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合

の
満
額
で
約
78
万
円
程
度
（
年
額
）で
す
が
、
よ
り
多
く
の
年
金
を
老
後
に
受
け

た
い
と
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
付
加
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

付
加
年
金
額
は
…

《
付
加
年
金
額
の
計
算
方
法
》

年
金
額
＝
200
円
×
付
加
保
険
料

納
付
月
数（
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
場
合
）

保
険
料
月
額
400
円
に
対
し
て
、

年
金
額
は
年
200
円
で
す
か
ら
、65

歳
か
ら
年
金
を
受
給
し
た
場
合
、

2
年
間
で
付
加
保
険
料
相
当
分
の

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
65
歳

よ
り
前
に
繰
上
げ
受
給
、
ま
た
は

66
歳
よ
り
後
に
繰
下
げ
受
給
す
る

場
合
に
は
、
付
加
年
金
額
も
老
齢

基
礎
年
金
の
減
額
率
・
増
額
率
に

応
じ
て
減
額
・
増
額
さ
れ
ま
す
。

納
付
手
続
き
は
…

印
鑑
・
年
金
手
帳
を
ご
持
参
の

う
え
、
市
民
課
国
保
年
金
担
当
、

ま
た
は
秋
山
支
所
・
各
出
張
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
基

金
の
加
入
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県

国
民
年
金
基
金
（
蕁
0
1
2
0
—

6
5
—

4
1
9
2
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
役
所

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
—

3
1
1
2
）

・
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務

所
（
蕁
22
—

3
8
1
1
）

後納制度（国民年金保険料の納付期限延長）が始まります
これまでは、国民年金保険料を納め忘れたまま2年を

超えると保険料を納めることができませんでした。
そこで、平成24年10月から3年間に限り、過去10年

以内に納め忘れた保険料を納めることができる後納制
度が始まります。

過去10年以内の保険料を納めていただくことで、将
来の年金額を増やしたり、年金の受給権につなげるこ

とができます。
なお、ご自身の年金記録については、年金ネット

（http://www.nenkin.go.jp）でご確認ください。
※後納制度は、事前の申込みが必要ですが、審査の結
果によっては利用できない場合があります。

●問い合わせ　国民年金保険料専用ダイヤル（蕁0570−
011−050）、日本年金機構大月年金事務所（蕁22−3811）

Ｃ型肝炎特別措置法の給付金の請求期限に関するお知らせ

特定の血液製剤によりＣ型肝炎ウイルスに感染された
方へ給付金を支給する仕組みがあります。
出産や手術での大量出血時に、特定の血液製剤を投

与されたことによってＣ型肝炎ウイルスに感染した方

に給付金が支給されます。
給付金の支給を受けるには、請求期限内に国を相手

とした訴訟の提起等を行う必要があります。
詳しくは、厚生労働省ホームページか厚生労働省相

談窓口にお問い合せください。
●問い合わせ　厚生労働省相談窓口（蕁0120−509−
002）

請求期限　平成25年1月15日

▲年金手帳見本

ぜひ、付加年金制度をご利用く
ださい。

県
東
部
Ｊ
Ｒ
8
駅
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

推
進
協
議
会
記
念
イ
ベ
ン
ト

県
東
部
Ｊ
Ｒ
8
駅
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
推
進
協
議
会
で
は
、
八
重
山
や
も
み
じ
ホ
ー
ル
で
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
記
念
講
演
会
な
ど
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

10
月
6
日（
土
）午
前
9

時
か
ら
10
時
30
分
ま
で
に
集
合

●
集
合
場
所

八
重
山
駐
車
場

●
内
容

八
重
山
か
ら
能
岳
へ
向

か
う
八
重
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、

集
合
場
所
に
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
電
車
や
バ
ス
等
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

八
重
山
伝
説

『
あ
の
鐘
を
二
人
で
鳴
ら
せ
！
』
　
　

八
重
山
で
新
し
い
出
会
い
を

●
日
時

10
月
6
日（
土
）午
後
2

時
集
合

●
集
合
場
所

八
重
山
駐
車
場

●
参
加
資
格

未
婚
の
方

●
定
員

男
女
各
15
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

●
参
加
費

2
千
円

※
市
内
飲
食
店
利
用
チ
ケ
ッ
ト
で

還
元
し
ま
す
。

※
参
加
に
は
申
込
み
が
必
要
で

す
。

※
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
終
了
後
は
、
上

野
原
の
ま
ち
に
繰
り
出
そ
う
！

●
日
時

10
月
6
日（
土
）午
前
10

時
20
分
〜

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ

『
北
斎
が
描
く
、
甲

州
犬
目
峠
』

●
講
師

山
梨
県
立
博
物
館
　
春

原
史
寛
学
芸
員

●
定
員

1
0
0
名

●
日
時

10
月
6
日（
土
）
午
後

1
時
〜
4
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

※
四
季
折
々
の
富
士
を
堪
能
し
て

く
だ
さ
い
。身
近
な
と
こ
ろ
に
美

し
い
自
然
環
境
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
他
に
も
、『
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
撮
影
会
』『
や
さ

し
い
工
作
教
室
』『
素
人
利
き

酒
大
会
』
や
『
酒
造
試
飲
即
売

会
』、『
せ
い
だ
の
た
ま
じ
』
や

『
お
つ
け
だ
ん
ご
』
な
ど
の
出

店
も
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
県
東
部
Ｊ
Ｒ
8

駅
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
推
進
協
議
会

（
経
済
課
商
工
観
光
担
当
内
）

（
蕁
62
—

3
1
1
9
）

▲八重山展望台周辺。八重山伝説のあの鐘
も展望台近くにあります。

八
重
山
さ
ん
ぽ

プ
チ
コ
ン
・
山
コ
ン
　

上
野
原

記
念
講
演
会

秀
麗
富
嶽
十
二
景

写
真
展
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空
間
放
射
線
量
等
測
定
値
報
告

市
で
は
、
帝
京
科
学
大
学
が
進
め
る
地
域
連
携
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、
学
生
の

協
力
を
受
け
な
が
ら
、
市
内
42
個
所
で
独
自
に
放
射
線
量
等
の
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
8
月
実
施
分
の
市
内
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

測定場所
大 目 出 張 所
大 目 保 育 所

▲ 大 野 貯 水 池
甲 東 出 張 所
甲 東 保 育 所
巌 出 張 所
巌 保 育 所
沢 松 幼 稚 園
上野原西小学校
上野原西中学校

▲ コモアしおつ公園
上 野 原 高 校
帝 京 科 学 大 学
島 田 出 張 所
島 田 保 育 所
島 田 幼 稚 園
島 田 小 学 校
島 田 中 学 校
少 年 野 球 場
桂 川 球 場
秋 山 支 所

測定場所
秋 山 保 育 所
秋 山 小 学 校
秋 山 中 学 校
大 鶴 出 張 所
旧 大 鶴 小 学 校
上 野 原 市 役 所
第 一 保 育 所
第 二 保 育 所
上 野 原 幼 稚 園
羽 佐 間 幼 稚 園
上 野 原 小 学 校
上 野 原 中 学 校
日 大 明 誠 高 校

▲ 諏 訪 神 社
▲ 牛 倉 神 社

棡 原 出 張 所
棡 原 保 育 所
旧 棡 原 小 学 校
西 原 出 張 所
西 原 保 育 所
西 原 小 学 校

5㎝
0.046
0.072
0.041
0.049
0.068
0.038
0.059
0.061
0.046
0.057
0.037
0.054
0.055
0.049
0.062
0.050
0.062
0.052
0.048
0.058
0.058

1ｍ
0.042
0.058
0.028
0.048
0.063
0.034
0.047
0.055
0.044
0.051
0.038
0.048
0.051
0.046
0.060
0.046
0.056
0.042
0.053
0.044
0.050

5㎝
0.053
0.039
0.058
0.055
0.058
0.048
0.067
0.077
0.057
0.047
0.064
0.054
0.068
0.052
0.056
0.060
0.059
0.054
0.092
0.079
0.085

1ｍ
0.048
0.049
0.047
0.054
0.054
0.039
0.062
0.073
0.050
0.045
0.063
0.056
0.062
0.043
0.050
0.044
0.052
0.052
0.071
0.078
0.080

◆市内の空間放射線量の測定結果　　　　　　　　　（単位：μＳｖ／ｈ）

※この測定結果は、8月15日に測定した結果です。なお、▲印の測定結果は、
8月11日に測定した結果です。

※市では、空間放射線量を測定する測定器の貸出を行っています。貸出を希望
される方は、お問い合わせください。

※市役所敷地内に放射線量を測定するモニタリングポストを設置しています。
測定結果は、市ホームページで確認することができますのでご利用ください。

●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（蕁62−3114）

市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　　

ヴァンフォーレ甲府
試合チケットプレゼント

就業構造基本調査　　
を実施します

就
業
構
造
基
本
調
査
と
は

こ
の
調
査
は
、
国
が
実
施
す
る

重
要
な
統
計
調
査
の
一
つ
で
、
5

年
に
一
度
行
わ
れ
る
調
査
で
す
。

今
年
は
、
調
査
実
施
年
に
あ
た

り
、
10
月
1
日
を
期
日
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。

調
査
対
象
は
、
全
国
の
世
帯
か

ら
選
定
さ
れ
た
約
47
万
世
帯
に
住

む
、
15
歳
以
上
の
方
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
に
住
ん

で
い
る
み
な
さ
ん
の
就
業
・
不
就

業
の
実
態
を
調
べ
、
雇
用
政
策
や

経
済
政
策
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

選
定
さ
れ
た
世
帯
に
は
、
9
月

か
ら
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
政
策
推

進
担
当
（
蕁
62
—

3
1
1
8
）

国では、就業・不就業の実態を調べ、雇用政策や経
済政策などに役立てるため、10月1日を基準日として
就業構造基本調査を行います。

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
上
野
原
市

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー

試
合
チ
ケ
ッ
ト
（
無
料
招
待
券
）

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
、
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
応
援

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
配
布
日
時

9
月
19
日（
水
）

〜
21
日（
金
）
午
後
1
時
〜
5

時
●
配
布
場
所

教
育
委
員
会
窓
口

※
教
育
委
員
会
に
用
意
し
て
あ
る

申
込
書
に
ご
記
入
、
提
出
の
う

え
、
チ
ケ
ッ
ト
を
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
（
お
一
人
様
4
枚
ま

で
）。

※
試
合
チ
ケ
ッ
ト
が
無
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

●
試
合
日
時

10
月
7
日（
日
）

午
後
2
時
キ
ッ
ク
オ
フ

●
試
合
内
容

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ

甲
府
Ｖ
Ｓ
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当
（
蕁
62
—

3
4
0

9
）

市では、今年もヴァンフォーレ甲府の上野原市ホームタウ
ンサンクスデーとして、Ｊリーグ・ヴァンフォーレ甲府の試
合チケット（無料招待券）をプレゼントします。

◆統計調査員証見本

たまじまる

調査員は、統計調査員証
（見本参考）を携行してい
ます。調査員が訪問した際
は、ご確認ください。

敬
老
祝
金
等
を
支
給
し
ま
す

市
で
は
、
88
歳
と
100
歳
以
上
の

方
の
長
寿
を
祝
福
す
る
と
と
も
に

市
民
の
敬
老
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
地
域
社
会
の
平
和
と
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
山
梨
県
に
お
い
て
は
新

百
歳
長
寿
者
へ
褒
状
等
を
贈
呈
し

ま
す
。

●
支
給
対
象

《
市
敬
老
祝
金
》

基
準
日
9
月
15
日
に
市
内
に
住

所
を
有
し
、
1
年
以
上
居
住
し
て

い
る
方

・
88
歳
（
5
千
円
）

・
100
歳
以
上
（
5
万
円
）

《
県
新
百
歳
長
寿
褒
状
贈
呈
》

当
該
年
度
の
3
月
31
日
に
お
い

て
満
100
歳
の
方
で
、
9
月
15
日
現

在
、
県
内
に
在
住
す
る
方

・
100
歳
（
褒
状
・
額
縁
）

●
支
給
時
期

9
月
17
日（
敬
老
の
日
）ま
で
、

も
し
く
は
9
月
中

●
問
い
合
わ
せ
長
寿
健
康
課
高
齢

者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3
3
）

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

市
で
は
、
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
協
力
に
よ
り
、
75
歳
以
上
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
各
地
区
で

次
の
と
お
り
敬
老
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

開催日
9月16日（日）

9月30日（日）

9月30日（日）

9月30日（日）

9月30日（日）

10月6日（土）

9月17日（月）

10月20日（土）

9月16日（日）

10月7日（日）

9月17日（月）

開催場所
旧大目小体育館
旧平和中体育館
旧沢松小体育館
上野原西小体育館
コモア3丁目集会所
旧大鶴小体育館
島田中体育館
上野原小体育館
旧棡原小体育館
西原小体育館
秋山老人福祉センター

地区名
大 目 地 区
甲 東 地 区
沢 松 地 区
四方津地区
コモア地区
大 鶴 地 区
島 田 地 区
上野原地区
棡 原 地 区
西 原 地 区
秋 山 地 区

敬老会開催日程一覧

▲昨年の敬老会の様子

○c 2006VFK
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「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

9
月
25
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

—

3
1
1
8
蕭
62
—

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

もしもし　こちら市長室！！　〜市長と市民のホットライン〜

市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

《
7
月
開
催
報
告
》

7
月
26
日
（
木
）
の
市
民
の
み

な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー

ク
で
は
、
1
組
の
申
込
み
が
あ
り
、

「
島
田
小
学
校
の
統
廃
合
」
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
開
催
内
容
の

一
部
を
報
告
し
ま
す
。

《
内
容
》

参
加
者島

田
小
学
校
・
中
学
校
の
統

廃
合
に
つ
い
て
、
独
自
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、
半
数
以
上
が

学
校
を
残
し
て
欲
し
い
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
内
容
な
ど
を
考
慮
に
入
れ

て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

島
田
小
学
校
・
中
学
校
の
統

廃
合
に
つ
い
て
は
、
結
論
を
急

が
ず
地
元
と
の
十
分
な
意
見
交

換
を
行
い
、
経
過
を
見
な
が
ら

何
が
一
番
最
良
か
考
え
る
な
か

で
進
め
て
い
き
た
い
。

私
は
、
期
限
に
こ
だ
わ
ら
ず

保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や

地
元
の
意
見
を
尊
重
す
る
な
か

で
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（写真）7月26日に開催された市民のみなさんと市長との
ふれ愛トークの様子。島田小学校に通う子どもたちの教育
について、活発な意見交換が行われました。

Ｈｏｔｌｉｎｅ
らちこ

しもし
も

市
長
へ
の
手
紙

市
で
は
、
市
役
所
正
面
玄
関
と
教
育
委
員
会
窓
口
に
、
市
長

へ
の
手
紙
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
市
へ
の
要
望
や
ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
設
置
し

た
も
の
で
す
。
市
に
対
し
て
ご
意
見
や
要
望
が
あ
る
方
は
、
ボ

ッ
ク
ス
の
脇
に
置
い
て
あ
る
要
望
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

《
市
長
へ
の
手
紙
紹
介
》

◆
市
の
改
善

・
手
紙
の
内
容

現
在
、
子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー

ム
は
、
水
曜
日
の
午
前
中
だ
け

開
放
し
て
い
ま
す
が
、
午
後
も

5
時
く
ら
い
ま
で
開
放
し
て
欲

し
い
で
す
。

公
園
な
ど
は
、
天
気
が
悪
い

日
や
暑
す
ぎ
る
と
き
な
ど
、
子

ど
も
を
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
大
変
不
便
に
感
じ

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー

ム
の
開
放
時
間
を
延
長
し
て
く

だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
返
答
内
容

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
も
み
じ
ホ
ー

ル
の
会
議
室
を
利
用
し
開
催
日

を
増
や
す
な
ど
お
母
さ
ん
た
ち

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

時
間
の
延
長
や
開
催
日
の
回

数
増
の
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
利
用
状
況
等
を
勘
案
し

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
い
く
つ
か

の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
サ
ロ
ン

等
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加
も
検
討
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

市長室市長室！！！！
〜市長と市民のホットライン〜

市
長
の
ち
ょ
っ
と

ひ
と
言

※3案出してみました。

№30

「
十
五
夜
　
人
と
月
と
の

長
い
お
つ
き
あ
い
」

人
間
は
、
お
月
様
と
長
い
付
き

合
い
の
な
か
で
、
風
情
に
あ
ふ
れ

た
多
く
の
呼
び
方
を
つ
け
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
三
日
月
、
弓
張

月
、
十
五
夜
、
十
六
夜
、
立
待
月

に
有
明
月
な
ど
。

日
本
で
は
、
旧
暦
9
月
を
長
月

（
な
が
つ
き
）
と
呼
び
、
現
在
で

は
、
新
暦
9
月
の
別
名
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
月
の
由
来

は
、『
夜
長
月
（
よ
な
が
つ
き
）』

の
略
で
あ
る
と
す
る
説
が
も
っ
と

も
有
力
で
す
。
ほ
か
に
『
稲
刈
り

月
（
い
ね
か
り
つ
き
）』
な
ど
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
中
国
か
ら
仲
秋
の
十
五

夜
に
月
見
の
祭
事
を
行
う
こ
と
が

伝
わ
る
と
、
平
安
時
代
頃
か
ら
貴

族
な
ど
の
間
で
観
月
の
宴
や
舟
遊

び
で
歌
を
詠
み
、
宴
が
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
旧
暦
8
月

15
日
の
夜
を
十
五
夜
、
仲
秋
の
名

月
、
お
月
見
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
古

く
よ
り
日
本
各
地
に
伝
わ
っ
て
い

て
、
私
の
幼
い
頃
は
、
各
家
庭
の

満
月
が
見
え
る
縁
側
に
月
見
だ
ん

ご
や
ス
ス
キ
の
穂
、
柿
、
ザ
ク
ロ
、

ブ
ド
ウ
な
ど
を
供
え
ま
し
た
。
そ

し
て
暗
く
な
る
と
近
所
の
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
っ
て
、
こ
っ
そ
り
と

お
供
え
物
を
取
り
に
行
く
の
が
楽

し
み
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
、
私
の
住
ん
で
い
た
地
方
の
風

習
で
し
た
。

十
五
夜
の
翌
日
は
十
六
夜
、

翌
々
日
は
立
待
月
、
さ
ら
に
居
待

月
、
寝
待
月
と
続
き
ま
す
。
秋
の

夜
長
に
月
を
眺
め
な
が
ら
一
献
傾

け
る
風
情
は
、
日
本
の
素
晴
ら
し

い
文
化
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

上野原市長 江口英雄
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ら
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よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
で
は
、
市
内
で
活
動
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
や
集
ま
り
な
ど
に
市

長
が
直
接
お
伺
い
し
、
日
ご
ろ
の

活
動
を
拝
見
し
な
が
ら
意
見
交
換

す
る
「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
！！
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
10
回
目
と
な
る
「
飛
び
出
せ
、

市
長
室
！！
」
は
、
7
月
27
日
（
金
）、

島
田
地
区
の
島
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
島
田
子
育

て
サ
ー
ク
ル
た
ま
ひ
よ
に
市
長
が

お
伺
い
し
、
参
加
者
と
意
見
交
換

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
新
病

「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
！！
」

院
診
療
内
容
」「
医
師
の
確
保
」

「
子
ど
も
の
遊
び
場
」「
市
の
情
報

発
信
の
方
法
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
!!
」
は
、

お
伺
い
し
た
意
見
を
市
政
運
営
の

一
助
と
し
て
活
用
し
、み
な
さ
ん
と

市
政
に
関
す
る
相
互
理
解
を
深
め
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

—

3
1
1
8
）

（写真）7月27日に開催された「飛び出せ、市長室！！」
の様子。子育てまっただなかのお母さんたちと、子育
て支援などについて、意見交換が行われました。
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子育てプレイルーム

●対　象　就学前のお子さん
●内　容 親子で安心して遊べる場所、保護者の情報交

換の場所として開放しています。
※初めて利用される方は事前にお申し込みく
ださい。

●日　時 9月5日（水）、12日（水）、19日（水）、26日（水）、
10月3日（水）午前9時〜正午

●場　所 もみじホール2
階会議室2

●問い合わせ
福祉課子育て支援担当

（蕁62-3115）

★ポリオ（小児まひ）予防接種
単独不活化ポリオ（小児まひ）ワクチンの定期接種

ポリオ（小児まひ）の定期接種については、本
年9月1日以降、生ポリオワクチンから単独の不活
化 ポ リ オ ワ ク チ ン に 切 り 替 え ら れ ま す 。

そこで、今年度予定されていた9月25日、26日、
10月2日のポリオ集団接種は中止し、協力医療機
関での個別接種になります。
なお、8月31日までの生ポリオワクチンの未接種

者および1回接種者には、8月中旬に単独不活化ポ
リオワクチン予診票を発送しておりますが、まだ
届いていない方は保健センターへご連絡ください。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成25年4月1

日までに次の年齢になる女性　
40・45・50・55・60・65・70歳

◎検 診 料 700円
◎内 　 容 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 9月18日（火）・10月16日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 直接、上野原市立病院へお申し込み

ください。（蕁62ー5121）
◎受付時間 午後1時〜5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9時〜11時
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★乳幼児健診（9/10〜10/3の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」などの悩みごとに対し、心理相談員、保健師
が相談を行います。
◎日　　時 9月7日（金）予約制となります。
◎対　　象 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
※医師の判断で子宮頸体部がん検診を実施した場

合の自己負担金は2,200円となります。
◎医療機関 大月市：武者医院・

稚枝子おおつきクリニック
都留市：磯部医院・都留市立病院

※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険

加入者
75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健  診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関に直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち物な
ど、詳細は各実施機関へお問い合わせください。

※市の集団検診との重複受診はできません。
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うえのはらうえのはら
健康家族健康家族

★勤労青少年ホーム駐車場
勤労青少年ホーム駐車場は、市立病院建設により、旧役場跡地の利

用をお願いしていましたが、9月1日（土）からは、勤労青少年ホーム
前駐車場の利用が可能となりました。

保健だより

子育て情報館 伝言板
健康相談『骨粗しょう症予防』
●対　象 上野原市に住民登録があり、

今年度中に40歳以上になる方
●内　容 超音波による骨密度測定

※測定が終わった方から説明を行います。
●費　用 無料
●申込み 不要（直接会場へお越しください）
●持ち物 健康手帳（お持ちの方）、ボールペン
●日程・場所

●問い合わせ 長寿健康課保健担当（蕁62-4134）

保健師からのメッセージ
★糖尿病　（№3）

先月の広報うえのはら8月号「保健師からのメッセージ」で、春の集団検診の総受診者数
や集団検診からわかることについてお伝えしました。

今月号は、集団検診の結果からわかる糖尿病の状況などについてお伝えします。

血液検査の結果

春の集団検診受診者の血液検査結果をみると糖尿病
の状況を調べる項目のＨｂＡ1ｃ値が6.1％以上の『糖
尿病が強く疑われる人』が88人（全受診者の7.8％）、
5.5％以上6.1％未満の『糖尿病の可能性が否定できな
い人』が174人（全受診者の15.4％）、5.2％未満の
『正常値の人』が458人（全受診者の40.5％）の割合で
いました。ここから検診受診者の約4人に1人が糖尿病
に対して注意する必要があるということがわかります。
ＨｂＡ1ｃ値が6.1％以上の方の約半数以上の方がイ

ンスリンまたは血糖を下げる薬を服用していました。
まずは、糖尿病を防ぐためにも年に一度は検診を受

けて自分の健康状態を把握しましょう。検診はただな
んとなく受けるのではなく、検診結果から日常生活を

●お問い合せ　長寿健康課保健担当（蕁62-4134）

3〜4か月児

9〜10か月児

3 歳 児

該当児
平成24年5月1日〜31日生
平成24年6月1日〜18日生
平成23年11月1日〜30日生
平成23年12月1日

〜平成24年1月3日生
平成21年5月1日〜6月10日生

実施日
9月21日（金）
10月3日（水）
9月21日（金）
10月3日（水）

9月10日（月）

振り返ることが重要です。また、検診結果から受診が
必要とされた方は、必ず医師の診察を受け指示に従い
ましょう。

今年度、市の集団検診としては、次の8日間が最後
のチャンスとなります。受診していない方は、ぜひお
申し込みください。

《秋の集団検診》
◆日時 11月16日（金）・17日（土）・19日（月）・20日
（火）・21日（水）・22日（木）・25日（日）・27日（火）

◆申込期限　9月14日（金）
※広報10月号では、引き続き糖尿病に
ついてお伝えします。

●問い合わせ
長寿健康課保健担当（蕁62-4134）
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Ｈealthy Life

申込み・問い合わせ
0554−62−5121

0120−28−5592

042−644−3721

055−263−7071

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）

仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

クアハウス石和（笛吹市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり
実施日

9月6日（木）
9月11日（火）
9月12日（水）
9月12日（水）

場所
コモア2丁目集会所

島田コミュニティセンター
保健センター
保健センター

受付時間
午後1時30分〜3時
午後1時30分〜3時
午前9時30分〜11時
午後1時30分〜3時
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
9
月
の
申
請
書
提
出
期
限

9
月
10
日（
月
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会
（
経
済
課
内
蕁
62
︱

3

1
1
9

）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

●
日
時

9
月
15
日（
土
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2

階
会

議
室
2

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学
の
中
学
生

以
上
の
方

●
申
込
期
限

9
月
10
日（
月
）

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
問
い
合
わ
せ

消
防
総

務
課
警
防
救
急
担
当
（
蕁
62
│

4

1
1
1
）

は
か
り
の
定
期
検
査
を

行
い
ま
す

は
か
り
の
定
期
検
査
は
、
計
量

法
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時

10
月
2

日（
火
）午
前
10

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
1

時
〜

2
時

●
会
場

秋
山
公
民
館

●
対
象
区
域

秋
山
地
区

※
検
査
を
受
け
な
い
は
か
り
を
取

引
や
証
明
に
使
用
す
る
と
50
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
今
回
か
ら
電
気
式
は
か
り
に
つ

い
て
も
、
会
場
で
検
査
が
受
け

ら
れ
ま
す（
機
械
の
大
き
さ
や

精
度
の
高
さ
等
に
よ
り
移
動
で

き
な
い
も
の
を
除
く
）。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
商
工
観

光
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
9

）

大
月
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
面
接
相
談
は
事
前
予
約
し
よ
う

大
月
税
務
署
で
面
接
に
よ
る
個

別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
の
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
一
般
的
な
税
の
質
問
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
ッ
ク

ス
ア
ン
サ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
税
金
の
納
付
相
談
な
ど
や
確
定

申
告
期
の
相
談
、
申
告
書
を
作

成
す
る
場
合
は
、
事
前
の
電
話

予
約
が
不
要
で
す
。

■
贈
与
税
の
申
告
は
e-

T
a
x

を
利
用
し
よ
う

平
成
24
年
分
の
贈
与
税
の
申
告

か
ら
e
︱

T
a
x
で
電
子
申
告
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
確
定
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
』
で
作
成
し
、

e
︱

T
a
x
へ
送
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

大
月
税
務
署

（
蕁
22
│

3
1
5
1

）

※
自
動
音
声
案
内
で
『
2

』
番
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
を

開
催
し
ま
す

●
日
時

9
月
24
日（
月
）
昼
の

部
午
後
2

時
〜
4

時
、
夜
の
部

午
後
6

時
〜
8

時

●
受
付
日

9
月
10
日（
月
）
〜

※
受
付
時
間
は
、
午
前
9

時
か
ら

午
後
5

時
ま
で

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1

階
第

1
会
議
室

●
定
員
　
20
名

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
受
付
終
了

●
参
加
費
　
無
料

●
持
ち
物
　
筆
記
用
具

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育

学
習
課
社
会
教
育
担
当
（
蕁
62
│

3
4
0
9

）

平
成
24
年
度
体
力
・
運
動
能

力
調
査
を
開
催
し
ま
す

●
日
時

9
月
20
日（
木
）午
後
5

時
30
分
〜
8

時
30
分

●
対
象
者

20
歳
〜
64
歳
の
上
野

原
市
民
の
方

●
測
定
内
容
　
握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横
跳

び
な
ど

●
会
場

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
参
加
費
　
無
料

●
持
ち
物

運
動
靴
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物
な
ど

※
成
人
の
体
力
・
運
動
能
力
を
把

握
す
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

※
参
加
者
に
は
、
全
国
平
均
と
比

較
し
た
体
力
診
断
表
を
お
渡
し

し
ま
す
。

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
主
催

文
部
科
学
省

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育

学
習
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
︱

3
4
0
9

）

究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部（
郵

送
可
）（
〒
4
0
0

│

0
0
2
6

甲
府
市
塩
部
2

︱

2
︱

15
）

（
蕁
0
5
5

︱

2
5
3

︱
 0
0
9
9
）

※
願
書
は
市
消
防
本
部
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

※
試
験
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
︱

4
1
1
1
）

市
消
費
生
活
相
談
員
を

募
集
し
ま
す

●
職
務
内
容

消
費
生
活
に
関
わ

る
相
談
の
受
付
・
処
理
等

●
募
集
人
員

1
人

●
応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
で
パ
ソ
コ
ン
の
基

礎
的
操
作
が
可
能
な
方

①
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
等
が
実
施

す
る
消
費
生
活
相
談
員
養
成
講

座
を
修
了
し
た
者

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

お
知
ら
せ

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
支
部
で
は
、
危
険
物
取
扱

者
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
種
類

甲
種
・
乙
種（
全

類
）・
丙
種

●
試
験
日
・
会
場

・
10
月
14
日（
日
）都
留
文
科
大
学

（
都
留
市
田
原
3

︱

8
︱

1
）

・
10
月
21
日（
日
）山
梨
英
和
大
学

（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

●
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請
　
9
月
5
日（
水
）〜

9
月
12
日（
水
）

・
電
子
申
請
　
9
月
2
日（
日
）〜

9
月
9
日（
日
）

・
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.shou  bo-

shiken.or.jp

●
願
書
申
請
場
所

消
防
試
験
研

②
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資

格
を
有
す
る
方

③
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

資
格
を
有
す
る
方

※
こ
れ
ら
の
資
格
等
が
な
く
て
も

消
費
生
活
相
談
員
の
経
験
の
あ

る
方
や
相
談
員
と
し
て
意
欲
の

あ
る
方
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
選
考
方
法

履
歴
書
等
に
よ
る

書
類
選
考
・
面
接

※
面
接
日
等
の
詳
細
は
、
申
し
込

み
後
に
連
絡
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

履
歴
書（
写
真
添

付
）、有
資
格
者
は
資
格
認
定
証

の
写
し
を
生
活
環
境
課
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
で
応
募

●
応
募
期
限
採
用
決
定
次
第
終
了

●
勤
務
条
件
　

①
勤
務
場
所
　
生
活
環
境
課

②
勤
務
時
間
　
毎
週
火
曜
日
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
1
時
間
休
憩
）

③
報
酬
　
日
額
6
7
0
0
円（
通

勤
手
当
あ
り
）

●
勤
務
期
間
　
採
用
決
定
日
〜
平

成
25
年
3
月
31
日

※
雇
用
期
間
満
了
後
、
継
続
し
て

勤
務
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
4
）

不
動
産
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

●
日
時

9
月
21
日
（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所

市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
隣
）

●
内
容

不
動
産
に
関
わ
る
法

律
・
税
金
（
相
続
税
・
贈
与
税
）

相
談
、
住
宅
等
建
築
相
談

●
定
員
　
6
組
（
1
組
30
分
程
度
）

●
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）。

●
申
込
期
間

9
月
12
日（
水
）〜

19
日（
水
）午
前
9
時
〜
午
後
5

時
●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
4
）

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
開
催
の
お
知
ら
せ

●
日
時

9
月
19
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

※
奇
数
月
の
第
3
水
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

●
場
所

市
役
所
展
示
室
3

●
内
容
　
地
域
で
生
活
す
る
障
害

者
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や

家
族
の
方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や

情
報
交
換
、
ま
た
福
祉
の
充
実

の
た
め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会

●
問
い
合
わ
せ

障
害
者
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議（
長
田
）（
蕁

0
9
0

│

3
2
4
0

│

5
7
7
0
）

電話番号

（ 6 2）3 1 1 1
（ 6 2）3 1 1 7
（ 6 2）3 1 1 8
（ 5 6）2 1 1 1
（ 6 2）3 1 1 3
（ 6 2）3 1 1 2
（ 6 2）3 1 1 4
（ 6 2）3 1 1 5
（ 6 2）4 1 3 3
（ 6 2）3 1 1 9
（ 6 2）3 1 2 3
（ 6 2）3 1 9 1
（ 6 2）3 1 1 6
（ 6 2）3 3 4 4
（ 6 2）3 4 0 9
（ 6 2）3 4 0 8
（ 6 2）4 1 3 4
（ 6 2）3 1 2 8
（ 6 2）4 1 1 1

部署名

市役所（代表）
総 務 課
企 画 課
秋 山 支 所
税 務 課
市 民 課
生 活 環 境 課
福 祉 課
長 寿 健 康 課
経 済 課
建 設 課
駅周辺整備推進課
会 計 課
議 会 事 務 局
教 育 学 習 課
学校適正配置推進課
保健センター
地域包括支援センター

消 防 本 部

主な問い合わせ先

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

出天高
神と今輿りし

走�さ
高橋素風さん

（上野原地区）

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。応募が多数
の場合は、企画課で選考し
掲載します。申込みは、名
前、連絡先、俳句等をメー
ルまたは郵送でお送りくだ
さい。締切は毎月10日です。
〒409-0192上野原市上野
原3832
企画課政策推進担当　宛
kikaku@city.uenohara.
lｇ. jp

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

今月のメッセージ：地域がつながる牛倉神社の例大祭、9月1日〜3日開催。

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
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3億9千万円
売り切れ次第発売終了！！

●1等・前後賞合わせて3億9千万円
（1等3億3千万円／前後賞各3千万円）

●発売期間　9月24日（月）〜10月12日（金） ●抽せん日　10月19日（金）
この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。

一等・前後賞合わせて

広報うえのはら　No.91  20

診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

皮膚科

整形外科

ペイン外来

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

反頭・細川
横田・小池

非常勤小児科医交替

長坂
吉田

柴垣
前之原

後藤

桜井

岡本
岡本

金曜日

岡本・村田
反頭・進藤

小林

長坂
協会派遣医師

川村
須田

※3大野（時間制限）

森山
豊永

細川

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前/午後

午前

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

火曜日

岡本・村田
石井・小池

杣津

長坂

松原

上條

水曜日

清水・津久井大

反頭・牛島
中根

長坂

※1渡辺
戸島

館野
黒田
小林

古屋

木曜日

清水・瀧山
津久井大・村田
非常勤小児科医交替

戸田
山梨大非常勤医師交代

協会派遣医師
平良（予約）

中島
長嶺

※2大野（予約）

※4

●
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午

前
中
に
行
い
ま
す
。

《上野原市立病院　9月の外来診療のご案内》●問い合わせ 市立病院（蕁62−5121）

●受付時間は、午前8時から11時30分までです。午後の受診がある場合は、午後2時から4時までです。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。

上
野
原
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

●
日
時

10
月
24
日（
水
）

●
場
所

秋
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
申
込
資
格

市
に
住
民
登
録
、

ま
た
は
勤
務
先
の
あ
る
方
、
ゴ

ル
フ
場
の
規
約
・
マ
ナ
ー
を
遵

守
で
き
る
方

●
申
込
方
法

教
育
委
員
会
お
よ

び
実
行
委
員
宅
に
用
意
し
て
あ

る
「
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

社
会
教
育
担
当
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
定
員

40
組
160
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
）

●
申
込
期
間

9
月
10
日（
月
）

〜
28
日（
金
）

●
参
加
費

3
0
0
0
円（
賞

品
・
パ
ー
テ
ィ
ー
代
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金
含
む
）

●
プ
レ
ー
代

1
万
2
5
0
0
円

（
食
事
・
キ
ャ
デ
ィ
・
ワ
ン
ド

リ
ン
ク
、
消
費
税
込
み
）、
70

歳
以
上
1
万
1
9
0
0
円（
年

齢
証
明
必
要
）

《
実
行
委
員
》（
敬
称
略
）

□
大
目
地
区

水
野
忠
義

□
甲
東
地
区

志
村
義
夫

□
四
方
津
地
区

木
村
信
男

□
コ
モ
ア
地
区

土
屋
勝
躬

□
八
ツ
沢
地
区

小
林
輝
男

□
松
留
地
区

大
神
田
謙
司

□
島
田
地
区

小
鷹
正
利

□
大
鶴
地
区

市
川
正
末

□
上
野
原
地
区

原
島
清
志
、

富
田
裕
久
、
鷹
取
偉
一
、
塚
本

浩
、
岡
部
和
夫

□
棡
原
地
区

長
田
章

□
西
原
地
区

奈
良
長
光

□
秋
山
地
区

野
崎
栄
作
、
関
戸

正
文
、
藤
本
保
彦

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
︱

3
4
0
9
）

献
血
の
お
願
い

市
で
は
、
山
梨
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
献
血
を

実
施
し
ま
す
。

●
日
時

9
月
18
日（
火
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
　
午
後
0
時
30

分
〜
3
時

●
場
所

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

●
対
象
者

16
歳
〜
69
歳
の
健
康

な
方

※
65
歳
以
上
の
方
の
献
血
に
つ
い

て
は
、60
歳
〜
64
歳
の
間
に
献
血

経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

※
現
在
妊
娠
中
の
方
は
、
献
血
が

で
き
ま
せ
ん
。

●
持
ち
物

運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る

も
の
、
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
献

血
手
帳

※
初
め
て
献
血
さ
れ
る
方
は
、当
日
、

献
血
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
蕁
62
︱

4
1
3
4
）

改
正
山
梨
県
屋
外
広
告
物

条
例
が
施
行
さ
れ
ま
す

10
月
1
日
よ
り
改
正
山
梨
県
屋

外
広
告
物
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
で
は
、

屋
外
広
告
物
の
表
示
ま
た
は
設
置

等
に
関
す
る
手
続
き
や
基
準
を
定

め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
『
大

き
さ
な
ど
の
基
準
』『
許
可
期
間
』

『
手
数
料
』
等
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
山
梨
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
都
市
計
画
・
建
築
課

都
市
計
画
担
当
（
蕁
22
│

7
8

3
6
）

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

9
月
9
日（
日
）の
第
47
回
全
国

都
道
府
県
対
抗
自
転
車
競
技
大
会

（
第
68
回
国
民
体
育
大
会
自
転
車
競

技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
）
開
催
等
に

と
も
な
い
、
八
王
子
市
、
あ
き
る

野
市
、
檜
原
村
、
奥
多
摩
町
で
大

規
模
な
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

《
主
な
通
行
止
め
区
間
》

・
檜
原
街
道
（
甲
武
ト
ン
ネ
ル
先

1
つ
目
信
号
〜
檜
原
村
役
場
）

9
月
9
日（
日
）
午
前
8
時
〜

※1　皮膚科の水曜日は、午後1時から3時30分までの受付となります。
※2　眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※3　眼科の金曜日の大野医師は、午前10時30分までに受付した患者様の診療となります。
※4　西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。

●診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は8月21日現在の予定です。）

10
時
頃

・
奥
多
摩
周
遊
道
路

9
月
8
日

（
土
）・9
日（
日
）終
日

・
奥
多
摩
湖
沿
い
の
国
道
4
1
1

号
線

9
月
9
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午
頃

※
交
通
規
制
の
詳
細
は
、
奥
多
摩

町
な
ど
の
関
係
市
町
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
祭
東

京
2
0
1
3
奥
多
摩
町
実
行
委

員
会
事
務
局
（
奥
多
摩
町
教
育

委
員
会
教
育
課
国
体
推
進
係
）

（
蕁
0
4
2
8

︱

85
︱

2
6
6
6
）

9
月
20
日
〜
26
日
は

動
物
愛
護
週
間

《
動
物
愛
護
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
》

●
日
時

9
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
〜

●
場
所

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

●
内
容

動
物
ク
イ
ズ
、
ポ
ニ
ー

体
験
乗
馬
等

《
犬
の
飼
い
方
教
室
》

●
日
時

10
月
17
日
（
水
）
午
後

2
時
〜

●
場
所

富
士
吉
田
合
同
庁
舎

●
内
容

犬
の
し
つ
け
等（
実
演
有
）

●
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
保

健
福
祉
事
務
所
衛
生
課
（
蕁
0

5
5
5

︱

24
︱

9
0
3
3
）

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

今月のメッセージ：9月8日・9日、檜原街道・奥多摩湖方面で交通規制があります。 上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

この度、新規に開業した志村事務所代表の志村勝でございます。
皆様の大切なご家族や財産をお守りするお手伝いができれば幸いと

思っております。どうぞよろしくお願いいたします。
◎主な取扱い業務

（個人のお客様） （法人のお客様）
◆不動産登記全般　◆遺言書作成　　◆商業登記全般　　◆組織再編
◆相続業務　　　　◆成年後見　　　◆会社設立　　　　◆事業承継
◆裁判所提出書類作成　　　　　　　◆一般社団（財団）法人設立

司　法　書　士

土地家屋調査士 志 村 事 務 所 ◎司法書士は、あなたを守る身近な『街の法律家』です。
◎土地家屋調査士は、土地、建物の表題登記の専門家です。

営業時間：平日9時〜18時（土日祝定休）
予約により営業時間外も対応可。積極的に対
応します。どうぞお気軽にご相談ください。
〒409-0112上野原市上野原4011番地8
電　話　0554− 63− 3816
ＦＡＸ　0554− 63− 3826
携　帯　090− 1609− 4583
Ｅmail 0828masaru@ubcnet.jp

広　　告
『
生
協
ま
つ
り
in
上
野
原
市
』

を
開
催
し
ま
す

●
日
時

9
月
22
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
午
後
1
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
費
用

無
料

●
内
容

試
飲
試
食
コ
ー
ナ
ー
・

地
域
の
市
民
団
体
ブ
ー
ス
出

店
・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

●
後
援

上
野
原
市
・
上
野
原
市

教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

パ
ル
シ
ス
テ
ム

山
梨
い
ち
の
み
や
セ
ン
タ
ー

（
蕁
0
5
5
3

︱

20
︱

5
2
1
1
）

9／24（月）
発売

7月31日と8月9日の2日間、市役所企画課で
上野原高校2年の山中雄太さん（写真中央）と飯
島拓実さん（写真右）の2人が一日広報マンとし
てインターンシップ（職業体験）を行いました。
2人は、広報紙の発送から取材、編集まで行い

21 広報うえのはら　平成24年9月号　　　　　

一日広報マン体験

ました。最終ページにあるカメラアングル
左上の記事は、2人が取材し写真を撮影し
て作成したものです。お疲れ様でした。
※写真左は、広報編集用ソフトで、取材し
た写真や記事を入力している様子です。

いじめに悩む生徒・児
童に対して問題解決や救
済のきかっけをつくるた
めに、電話相談を受け付
けています。

子ども人権110番
（蕁0120−007−110）
※受付時間 平日午前8

時30分〜午後5時15分

子どもの人権110番

オータムジャンボ宝くじ

（財）全国市町村振興協会
2012年新市町村振興宝くじ
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大
目
地
区

和
智
要
一（
利
光
）

巌
地
区

本
城
谷
正（
眞
知
子
）、
富
田
智
江

（
三
郎
）、
上
原
輝
實（
朱
實
）

島
田
地
区

関
戸
　
子（
壽
惠
）

上
野
原
地
区

佐
藤
た
つ
子（
　
史
）、
村
松
佐
代
子

（
滝
夫
）、
田
　
　
子（
公
夫
）、杉
本

英
雄（
進
司
）、
弦
桐
正
男（
毅
昌
）、

畑
野
芳
江（
利
一
）

棡
原
地
区

鷹
取
て
る
子（
文
範
）

西
原
地
区

須
森
ム
ツ
ヨ（
博
信
）

秋
山
地
区

原
田
隆
廣（
寿
文
）、
小
俣

（
治
男
）

■ 子 ど も 映 画 館
『母を訪ねて三千里』

◎日時　9月8日（土）
午前10時〜10時30分

午後2時〜2時30分

■ お は な し 会
『いいから　いいから』ほか

◎日時　9月15日（土）
午後2時30分〜
◎たんぽぽ会

■ リンデンドーム朗読館
『こそだてゆうれい　そんなことはない』

吉四六話より　ほか
◎日時　9月16日（日）
午後2時〜
◎上野原朗読の会

■ 親 子 文 芸 講 座
『ビーズ教室』

◎日時　9月22日（土）
午後2時〜

23 広報うえのはら　平成24年9月号　　　　　

図書館イベント情報

広報うえのはら　No.91  22

掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

大
目
地
区

小
俣
結
依

ゆ

い（
龍
一
）

巌
地
区

入
江
舷
護

け
ん
ご（

健
二
）、
石
田
和
香
菜

わ

か

な

（
信
和
）

鶴
島
地
区

加
藤
晴
道

は
る
み
ち（

剛
）

上
野
原
地
区

奈
良
匠
馬

し
ょ
う
ま（

浩
樹
）、杉
本
悠は

る（
通
）、

佐
藤
真
優

ま

ゆ（
弘
文
）、池
田
結
望

ゆ

の（
大
輔
）

秋
山
地
区

市
川
夏
帆

な
つ
ほ（

智
也
）

上
野
原
地
区

久
田
真
弘
＝
市
川
江
梨
子

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
7
月
中
届
出
分
＝

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。

問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

今月のメッセージ：『9月24日〜30日、結核予防週間』結核は、国内で最大の感染症！！ 上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

地
域
の
つ
な
が
り

洗
濯
物
を
た
た
み
な
が
ら
見
つ

け
た
野
球
用
ソ
ッ
ク
ス
の
小
さ
な

穴
。
後
で
縫
い
合
わ
せ
る
つ
も
り

で
、
そ
の
靴
下
だ
け
収
納
せ
ず
に

い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
1
週
間
経
過
し
て

も
靴
下
は
畳
の
上
に
置
き
っ
ぱ
な

し
。
ほ
ん
の
少
し
の
ほ
こ
ろ
び
を

な
お
す
こ
と
も
面
倒
で
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
仲
間
と
話
を
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
編
み
物
の
こ

と
が
話
題
に
な
り
、
穴
あ
き
の
靴

下
の
こ
と
を
話
す
と
、
あ
る
方
が

「
電
球
等
の
丸
い
物
を
靴
下
の
中

に
入
れ
て
縫
う
と
縫
い
や
す
い

よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
教
え
て
い
た
だ
い

た
と
お
り
や
っ
て
み
る
と
、
と
て

も
縫
い
や
す
か
っ
た
の
で
す
。
裁

縫
が
苦
手
な
私
に
は
と
て
も
嬉
し

い
思
い
で
し
た
。

私
の
ま
わ
り
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
知
恵
と
技
術
を
持
っ
た
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
特
に
お
年
寄
り

の
方
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
生
活
の

知
恵
や
技
を
経
験
と
と
も
に
た
く

さ
ん
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
私
は
、

地
域
の
方
、
お
年
寄
り
の
方
と
進

ん
で
交
流
し
、
こ
の
知
恵
や
技
を

教
え
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

さ
て
、
今
地
域
で
は
過
疎
化
が

進
み
、
地
域
の
小
学
校
も
次
々
に

閉
校
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
地

域
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が
少
な

く
な
り
、
自
宅
の
ま
わ
り
で
そ
の

姿
を
見
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

元
気
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
回
っ
て
い

た
頃
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
寂
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
昔
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の

方
と
つ
な
が
る
こ
と
で
成
長
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に

暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
と
お
互
い
に

つ
な
が
り
合
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
推
進
委
員
　
安
藤
春
美
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

（
上
野
原
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
）

男女共同参画
ニュース

スマイル
ＮＯ.72

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

《
訂
正
と
お
詫
び
》

広
報
う
え
の
は
ら
8
月
号
4
頁
で

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
誤
》
佐
藤
公
明
さ
ん
　

地
区
消
防
団
の
分
団
長

《
正
》
佐
藤
公
明
さ
ん
　

島
田
分
団
第
一
部
部
長

一

般

書

◇
『
夢
の
栓
』

青
来
有
一
／
著
　
幻
戯
書
房

だ
れ
か
が
夢
の
栓
を
抜
か
な

け
れ
ば
、
こ
の
国
は
、
沈
ん
で

し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。
神
が

眠
り
に
就
く
ま
で
は
・
・
・
。

◇
『
白
ゆ
き
姫
殺
人
事
件
』

湊
か
な
え
／
著
　
集
英
社

美
人
Ｏ
Ｌ
が
惨
殺
さ
れ
た
不

可
解
な
事
件
を
め
ぐ
り
、
一
人

の
女
に
疑
惑
の
目
が
集
ま
っ

た
。
彼
女
は
残
忍
な
魔
女
な
の

か
、
そ
れ
と
も
・
・
・
・
。

児

童

書

◆
『
魂
を
追
う
者
た
ち
』

廣
嶋
玲
子
／
著
　
講
談
社

絵

本

○
『
凸
凹
ぼ
し
も
の
が
た
り
』

あ
ん
び
る
や
す
こ
／
作
・
絵

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
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ハ
サ
ミ
と
と
も
に

大
正
6
年
生
ま
れ
の
森
屋
さ

ん
。
17
歳
で
東
京
駅
に
あ
っ
た

『
荘
司
』
と
い
う
有
名
調
髪
店
で

下
積
み
、
そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争

で
軍
隊
に
招
集
さ
れ
、
髪
を
切
る

仕
事
か
ら
離
れ
た
。
終
戦
の
時
、

戦
地
で
戦
友
た
ち
の
髪
を
散
髪

し
、
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
を
今

で
も
憶
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
都
内
の
理
髪
店
や
兄

の
お
店
で
働
い
た
。

現
在
の
店
は
、
昭
和
35
年
に
開

店
。
定
休
日
以
外
1

回
も
休
ん
だ

こ
と
が
な
い
と
い
う
。

こ
れ
か
ら
も
、
は
さ
み
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
お
客
さ
ん
が
来
て

く
れ
る
限
り
理
髪
店
を
続
け
て
い

き
た
い
と
話
し
て
い
る
。

95歳の現役理髪師

森屋秀雄
もりや　ひでお

さん 
〜　ハサミにかける思い　〜

巌地区 新海 柚妃
ゆ ず き

ちゃん（3歳0か月）
友規さん友香さんの長女

“お隣の溝呂木兄弟と、いつまでも仲良くね。”

巌地区 溝呂木　蓮
れん

くん　（5歳1か月）

累
るい

くん　（3歳6か月）

冬空
と あ

くん（0歳9か月）
昌彦さん恵さんの長男・二男・三男

“元気いっぱい、大きくな〜れ！！”

The Face of Uenoharaでは、
上野原市で輝いている人をご紹介します。
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